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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月8日(2016.1.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学物品を形成する方法であって、
　固体であり、かつ室温を超えるガラス転移温度を有するシリコーン組成物を、表面に適
用することと、
　前記シリコーン組成物が流動するように前記ガラス転移温度以上の温度に前記シリコー
ン組成物を加熱することと、を含み、
　前記シリコーン組成物が、前記加熱後の冷却時に光透過性シートを形成する、方法。
【請求項２】
　前記表面が光学デバイスの光学面である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記シリコーン組成物が、ペレット、回転楕円体、リボン、シート、立方体、粉末、フ
ィルム、フレーク、又はシートである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
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　前記シリコーン組成物がシートであり、前記シートが主表面を有し、前記光学面に対し
て前記シートを配置することが、前記光学面に対して前記シートの前記主表面を配置する
ことを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　鋳型内に前記光学デバイス及び前記シリコーン組成物の少なくとも一部を配置すること
を更に含む、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記シリコーン組成物を適用することが、前記光学デバイスが前記鋳型内に配置された
後、前記光学デバイスの前記光学面に対して前記シリコーン組成物を配置することを含む
、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記シリコーン組成物が、前記表面と剥離ライナーとの間に位置付けられる、請求項６
に記載の方法。
【請求項８】
　縮合反応を介して前記シリコーン組成物を硬化させることを更に含む、請求項１～７の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記硬化が、前記シリコーン組成物の前記ガラス転移温度よりも高い温度で行われる、
請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記シリコーン組成物が、少なくとも２０，０００ｇ／モルの重量平均分子量を有する
オルガノシロキサンブロックコポリマーを含み、かつ
　各々が、直鎖状ブロック当たり平均で１０～４００個のジシロキシ単位［Ｒ１

２ＳｉＯ

２／２］を有する直鎖状ブロックの中に配置された、式［Ｒ１
２ＳｉＯ２／２］の４０～

９０モルパーセントのジシロキシ単位と、
　各々が、少なくとも５００ｇ／モルの重量平均分子量を有する、非直鎖状ブロックの中
に配置された式［Ｒ２ＳｉＯ３／２］の１０～６０モルパーセントのトリシロキシ単位と
、
　０．５～２５モルパーセントのシラノール基［≡ＳｉＯＨ］とを含み、
　式中Ｒ１が、独立して、Ｃ１～Ｃ３０ヒドロカルビルであり、Ｒ２が、独立して、Ｃ１

～Ｃ２０ヒドロカルビルであり、
　非直鎖状ブロックの少なくとも３０重量パーセントが、別の非直鎖状ブロックに架橋さ
れ、ナノドメインに凝集され、
　各直鎖状ブロックが少なくとも１つの非直鎖状ブロックに連結される、請求項１～９の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ジシロキシ単位が式［（ＣＨ３）（Ｃ６Ｈ５）ＳｉＯ２／２］を有する、請求項１
０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記オルガノシロキサンブロックコポリマーが、少なくとも３０重量パーセントのジシ
ロキシ単位を含む、請求項１０又は１１に記載の方法。
【請求項１３】
　Ｒ２がフェニルである、請求項１０～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記光透過性シートが、単層である、請求項１～１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　各々独立して請求項１～１４のいずれか一項に記載の方法により形成された第１及び第
２の光透過性シートを備える複合物品であって、前記第１の光透過性シートが、前記複合
物品の第１の最外層であり、前記第２の光透過性シートが、前記複合物品の第２の最外層
である、複合物品。
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